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活性を持つ乳がん細胞 (Aldefluorpos細胞) と ALDH 活性を持たない乳がん細胞 (Aldefluorneg細胞) を分










Aldefluorpos細胞で上皮間葉転換 (Epithelial-Mesenchymal Transition: EMT) が誘導されている可能性が示






の現象に対応するように、EMT誘導因子 Snailと Slug、及び接着因子 E-cadherinと Vimentinの発現量が
変化していることもあわせて示された。 
 著者は、次に、クロマチン免疫沈降法により、ALDH 活性を制御する ALDH1A1 遺伝子と HIF-1αの       
間に相互作用があることを明らかにした。さらに、Aldefluorpos 細胞と Aldefluorneg 細胞それぞれを低  




著者は Aldefluorpos細胞において HIF-1 αタンパクが発現上昇し、Snailと Slugの発現亢進と E-cadherin
の発現低下が起こることを明らかにし、HIF-1αにより誘導された EMTが Aldefluorpos細胞の性質に強く
関与していることを示唆した。また、クロマチン免疫沈降法により、HIF-1αタンパクが ALDH1A1プロ










いるが、本研究は HIF-1 α阻害剤による乳がん治療の分子機序の解明に寄与する重要な研究である。 
平成 29 年 2 月 2 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
